
                        
 

 

 

 

 
 
令和７年がスタートいたしました。本年もどうぞよろしくお願いいたし

ます。そして、いよいよ令和６年度の最後が近づいてまいります。３年生
は、進路決定に向けて正念場の時。希望の実現に向け、力を十分に発揮で
きるよう、取り組んでまいります。１・２年生も、現在のクラスで過ごす
のは残すところ３ヶ月。４月から過ごしたクラスメイトとともに、さらな
る成長ができるよう努めてまいります。 
また、インフルエンザに加え、様々な感染症も油断できず、体調管理に

は十分な注意が必要な生活が続きます。３学期が充実した期間となるよう、
健康に過ごすための環境を、御家庭と協力しながら作っていきたいと思い
ます。 
教職員一同、卒業や進級に向けて精一杯取り組んでまいります。引き続

き、竜洋中学校の教育活動に御支援と御協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 １月７日に３学期の始業式がリモートで行われ、全校生徒はそれぞれの
教室で始業式に参加しました。久しぶりに集まった仲間とともに、新年の
落ち着いた空気の中、良い雰囲気で参加することができていました。 

各学年の代表生徒が校長室に集まり、カメラの向こうの全校生徒に新年

の決意を発表しました。「突破」「感謝」「一期一会」「発」など、大切

にしたい言葉とその理由を、自分らしい表現で全校生徒に伝えることがで

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２学期末で帰国されたＡＬＴのナガノ ターラ先生に代わって、ヴァース

トレッペン コリン先生が着任されました。また、お休みをいただいていた

榑林恵美先生が復帰されました。よろしくお願いいたします。 
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あけましておめでとうございます 
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新年あけましておめでとうございます。 

 17 日間の冬休みも終わり、今日から 3 学期が始まります。冬休みの生活はどうでし

たか。私は、冬休みに入ってすぐ「インフルエンザ」に罹ってしまいました。今でも

鼻水が出るなどすっきり治っていません。改めて「健康」の重要さを思い知る出来事

でした。ただ、この期間に皆さんから大きな怪我や交通事故等の報告がなくスタート

できたことは、何より嬉しく思います。この 3 学期は 49 日間と 1 年の中で一番短い

学期になります。ほぼ 1 か月半と考えてください。そんな短い学期だからこそ、皆さ

んに意識してほしいことがあります。 

年末に帰省した我が家の長男に昨年自分が撮った写

真を整理してもらいました。すると、4 月の修学旅行の

写真（右）が出てきました。3 日目のお昼ご飯を頂いた

奈良のホテルが、竜洋中のために用意してくれたもので

す。今までこんな心温まる歓迎のチラシはありませんで

したので、今でも我が家に実物をとってあります。「懐

かしいな、楽しい 3 日間だった。」と思い出すのと同時

に、あれからもう 9 か月も経ったのかと「本当に月日の

流れるのは早い」と実感しました。 

 皆さんも小学校の頃と比べ、1 年が過ぎるのが早いと感じていませんか。入学した

ばっかりと思っていた 1 年生が、もうすぐ先輩となり、2 年生は最上級生に、そして

3 年生のほとんどがまた 1 年生になるのです。今の学級もあと 2 か月弱となり、皆が

次のステージに進みます。そんなまとめの時期にさしかかった皆さんに、２つお願い

があります。 

 一つは「Ｔｉｍｅ ｉｓ ｍｏｎｅｙ（時は金なり）」です。このことわざの意味

は言うまでもありませんが「時間はお金で買えないほど貴重なもの。無駄にできない

ものである」ということです。みんなとすごしているこの時間もお金では買えません。

1 分 1 秒までとは言いませんが、3 月まで残りわずかな時間を皆さん大切にしてほし

いと思います。1 年前に、もしくは新年が明けて「こんなことを頑張るぞ」「こんな

自分になる」など目標や誓いを立てたことと思います。次のステージの準備期間であ

る 3 学期だからこそ、「今やるべきこと、できることを先延ばしにしないで取り組ん

でほしい」と強く思います。 

 もう一つは「笑顔あふれる素敵な日々」を過ごしてほしいということです。同じ学

校、教室で過ごした仲間は、一生でこの時だけです。仲間をとことん大切にする 3 学

期にしてほしいと思います。そのためには、本当に基本的ですが、気持ちの良い挨拶

や言葉かけをみんなで心掛けましょう。「おはよう」「さようなら」「ありがとう」

「助かったよ」など心のこもった言葉は、周りの雰囲気を明るくします。それが「笑

顔あふれる日々」につながります。だれも挨拶を交わさないような集団は成長してい

きません。どんな時でも気持ちの良い交流がみられ、皆さんの笑顔があふれる 3 学期

であってほしいと思います。この 3 学期が、来年度へつながる実り多い学期となるこ

とを願い式辞とします。  

 


